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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月5日(2020.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　通常状態よりも有利な第１特別状態と、前記通常状態よりも有利であって前記第１特別
状態とは異なる第２特別状態とに制御可能な状態制御手段と、
　前記第１特別状態を終了させることを判定可能な状態判定手段と、
　前記有利状態に制御されるか否かを演出結果により報知する特定演出を実行可能な演出
実行手段と、を備え、
　前記状態制御手段は、
　　所定期間内に前記第１特別状態を終了させると判定された場合は、前記所定期間の終
了後に前記第２特別状態を終了し、
　　前記所定期間内に前記第１特別状態を終了させると判定されなかった場合は、前記所
定期間の終了後も前記第１特別状態を終了させると判定されるまで、前記第１特別状態か
つ前記第２特別状態に制御し、
　前記演出実行手段は、
　　前記所定期間内に対応する第１演出期間と、前記所定期間の終了後に前記第１特別状
態かつ前記第２特別状態が終了するまでの第２演出期間とにおいて、前記特定演出を実行
可能であり、
　　前記第１演出期間よりも前記第２演出期間の方が、前記有利状態に制御される演出結
果となる割合が高くなるように、前記特定演出を実行可能であり、
　　前記第２演出期間において、前記特定演出によって報知される演出結果が前記有利状
態に制御される演出結果となる期待度に関する情報を報知し、
　　前記第２演出期間において、前記期待度に関する情報に応じた特定画像を継続して表
示可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００６】
　（Ａ）上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有利
状態に制御可能な遊技機であって、通常状態よりも有利な第１特別状態と、前記通常状態
よりも有利であって前記第１特別状態とは異なる第２特別状態とに制御可能な状態制御手
段と、前記第１特別状態を終了させることを判定可能な状態判定手段と、前記有利状態に
制御されるか否かを演出結果により報知する特定演出を実行可能な演出実行手段と、を備
え、前記状態制御手段は、所定期間内に前記第１特別状態を終了させると判定された場合
は、前記所定期間の終了後に前記第２特別状態を終了し、前記所定期間内に前記第１特別
状態を終了させると判定されなかった場合は、前記所定期間の終了後も前記第１特別状態
を終了させると判定されるまで、前記第１特別状態かつ前記第２特別状態に制御し、前記
演出実行手段は、前記所定期間内に対応する第１演出期間と、前記所定期間の終了後に前
記第１特別状態かつ前記第２特別状態が終了するまでの第２演出期間とにおいて、前記特
定演出を実行可能であり、前記第１演出期間よりも前記第２演出期間の方が、前記有利状
態に制御される演出結果となる割合が高くなるように、前記特定演出を実行可能であり、
前記第２演出期間において、前記特定演出によって報知される演出結果が前記有利状態に
制御される演出結果となる期待度に関する情報を報知し、前記第２演出期間において、前
記期待度に関する情報に応じた特定画像を継続して表示可能である、ことを特徴とする。
　（１）上記目的を達成するため、他の態様に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有利
状態（例えば大当り遊技状態など）に制御可能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）
であって、通常状態よりも有利な第１特別状態（例えば確変状態すなわち高確状態など）
と、前記通常状態よりも有利であって前記第１特別状態とは異なる第２特別状態（例えば
時短状態すなわち高ベース状態など）とに制御可能な状態制御手段（例えば遊技制御用マ
イクロコンピュータ１００のＣＰＵ１０３など）と、前記第１特別状態を終了させるか否
かを判定する状態判定手段（例えばステップＳ１１０２において転落抽選を実行するＣＰ
Ｕ１０３など）と、前記有利状態に制御されるか否かを演出結果により報知する特定演出
（例えばＳＰリーチＡまたはＳＰリーチＢのリーチ演出など）を実行可能な演出実行手段
（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０など）とを備え、前記状態制御手段は、所定期間内に前
記第１特別状態を終了させると判定された場合には、前記所定期間の終了後に前記第２特
別状態を終了し（例えばステップＳ１１３４、Ｓ１１３５により時短フラグをＯＦＦに設
定するＣＰＵ１０３など）、前記所定期間内に前記第１特別状態を終了させると判定され
なかった場合には、前記所定期間の終了後も前記第１特別状態を終了させると判定される
まで、前記第１特別状態かつ前記第２特別状態に制御し（例えばステップＳ１１０６によ
り時短フラグをＯＦＦに設定するＣＰＵ１０３など）、前記演出実行手段は、前記所定期
間内に対応する第１演出期間（例えば第１バトル期間など）と、前記所定期間の終了後に
前記第１特別状態かつ前記第２特別状態が終了するまでの第２演出期間（例えば第２バト
ル期間など）とにおいて、前記特定演出を実行可能であり（例えば図２２－８を参照して
テーブル８１ＡＫＴ１１、８１ＡＫＴ１２、８１ＡＫＴ３２、８１ＡＫＴ３３のいずれか
により変動パターンを決定する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、前記第１演出期間よりも
前記第２演出期間の方が、前記有利状態に制御される演出結果となる割合が高くなるよう
に、前記特定演出を実行可能であり（例えば大当り確率が１／１５０である場合にテーブ
ル８１ＡＫＴ１１、８１ＡＫＴ１２のいずれかにより変動パターンを決定し、大当り確率
が１／１５０であり確変転落確率が１／３５０である場合にテーブル８１ＡＫＴ３２、８
１ＡＫＴ３３のいずれかにより変動パターンを決定する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
前記第２演出期間において、前記特定演出によって報知される演出結果が前記有利状態に
制御される演出結果となる期待度に関する情報を報知する（例えばステップ８０ＡＫＳ１
８により期待度情報を報知可能にする演出制御用ＣＰＵ１２０など）。
　このような構成によれば、適切な報知が可能になり遊技興趣の低下を防止できる。
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